
死者に関するデータを国す
ら正確に把握できていない
状況に我々は置かれている。
死者に関してはセンシティブ
になるべきではないか。
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大阪府・市の
問題点

2



大阪府・市の問題点
• 大阪市

• 日別（期間ごと）の感染者数
が無い

• 日別（期間ごと）の死亡者数
が無い

• 個票データが無い

• 大阪府

• 大阪府全体で個票データを廃
止

• 寝屋川市と堺市では現在も公
開中
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過去の累積陽性者数のデータが無い
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東京特別区

・該当無し

→全ての市区町村で公開

政令指定都市

・大阪市のみ公開無し

→大阪市以外は公開

東京特別区と政令指定都
市の中でも大阪市のみ
調べられない



補足（大阪市の問題点）

感染者数・死亡者数の
報道がほとんど、、

・感染者の通し番号が記載されたデー
タがある場合を基に算出する
→大阪市のみ感染者の通し番号に関
するデータが無い

・いつ、どのような症状で、どの年代が感
染したのかという基本的な情報すら大
阪市のホームページからは調べられない

・大阪市は一度も個票データや感染者
の詳細なデータを公開していた時期が
ない
→圧倒的情報不足
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大阪府HPの変化
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11月16日以降

• 個票データが公開されていない

• 個々人の詳細な感染情報を把握できない

11月16日以前

• 個票データが公開されている

• 公開項目

番号、年代、性別、居住地、同居家族（あり、なし）

職業、発症日、症状、濃厚接触者、特記事項



大阪府の個票データ（令和2年11月16日以降）

11月16日以降、保健所業務効率化のため、日々の感染状況の公表における個票を廃止した。個票によ
る個々の陽性者ごとの情報（事例番号、年齢、性別、職業、発症日、経路等）の公開は廃止され、
日々の陽性者の性別、年齢別、市町村別によって整理された、いわゆる数値による累積データのみの
公開に変更された。

これに伴い、感染者の情報が都道府県単位で集約されているため、大阪府の中核都市のほとんどに
おいて、個票が廃止されている。現在、中核都市で独自に個票データを集計し、公表しているのは
堺市と寝屋川市のみ。

https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/happyo.html

https://covid19-osaka.info/



寝屋川市の個票

項目

• 市番号
• 市発表日
• 年代、性別
• 症状
• 備考（職業、同居家族）

https://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kenkou/
coronataisakushitu/covid_19/1618913222928.html



堺市の個票 （令和2年11月15日以前）

（令和2年11月16日以降）

項目

（令和2年11月15日以前）
• 大阪府発表日
• 堺市症例番号、大阪府症例番号
• 年代、性別、同居家族、職業
• 発症日、症状、濃厚接触者、特記事項

（令和2年11月16日以降）
• 公表日、堺市症例番号
• 年代、性別、職業
• 発症日、症状

https://www.city.sakai.lg.jp/smph/kenko/kenko/kans
ensho/kansensho/corona/corona_hasseijoukyou/kak
usyujouhou.html#cmskohyou



大阪市の個票データから
見えてくる背景

・「個票データ」は感染症の疫学調査の一環とし
て実施されてきた

→疫学調査の複雑さが保健所の大きな負担に

例)大阪市保健所が感染者の情報を集約するシ
ステムへの入力を一部していなかった

→大阪府は「感染者数が急激に増えて保健所
の業務がひっ迫している。システムへの入力よりも
患者の対応を優先したため、チェックがおろそかに
なった」

・しかし、疫学調査を工夫していけば、コロナ感染
の実態を明らかにできる
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NHK 2021年4月13日時点
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210413/k10012972601000.html



大阪府と東京都 本当に危険な都市はどっち?



東京都と大阪府
（2021年10月14日時点）

・累計感染者数
ー第１位ー 377036人
・陽性者率
ー第１位ー 2680人
・累計死亡者数
ー第１位ー 3057人
・死亡率
ー第３２位ー 810人 → 全国平均以下

東京都
・累計感染者数
ー第２位ー 201541人
・陽性者率
ー第２位ー 2279人
・累計死亡者数
ー第2位ー 3018人
・死亡率
ー第9位ー 1497人 → 全国平均以上

大阪府



感染の波ごとの死亡率の比較

第２～４波は大阪府は東京都の死亡率を倍以上、上回っている。
宿泊療養中・自宅療養中の数がこれまで最も多かったのは2021年8月29日の
23万1596人だった。



・陽性者率は32位／43位、死亡率は10位／20位
→名古屋市、横浜市や東京特別区が軒並み高い順位であることに対してこ
の順位は非常に優秀

・感染の波ごとで観察しても第１～5波全て政令指定都市の平均を下回る
・期間別の死亡者数を公開している数少ない市区町村の一つ（５／４
４）であり、総合的なデータの公開状況が最も優れていた

データの“さいたま市”
陽性者率・死亡率共に優秀。個票データの項目はピカイチ


